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Abstarct  The purpose of this study is to investigate the temperature-dependence of the rheological properties on glue-

type denture adhesives in water. The experiments were conducted using 6 types of denture adhesives that are commercially 

available. The adhesive strength and viscosity of the materials measured using FUDOH RHEO MATER. The dissolution 

speed of denture adhesives into water increased with the temperature rise. It found that reduction of the adhesive strength 

is enhanced. 

 

1. はじめに 

 歯科医師の多くは義歯装着患者が義歯安定

剤を使用することは治療の失敗であり，適合

の良い義歯を製作すれば義歯安定剤は不要で

あると考えてきた．一方，欧米を中心に義歯

安定剤の科学的な見直しが進み，義歯安定剤

の使用は適合の良し悪しに関係なく維持力と

安定性を向上させ，咬合力を増加させ,味覚を

向上させるなどの報告が見られるようになっ

てきた1-4)．しかしながら，義歯安定剤に関し

てはまだまだ報告が少なく，どのようなレオ

ロジー的性質や温度特性を有するものが効果

的であるか等については不明な点も多い．し

たがって，本研究では現在市販され，主流と

なっているグルータイプの義歯安定剤につい

て，水中での粘着力や弾力性，粘度の温度依

存性について調べ，それぞれの材料の特徴を

明らかにすることにより，新材料開発の基礎

とすることを目的とした． 

2. 実験材料と方法 

(1)使用材料 

 現在市販されている6種類のグルータイプ義

歯安定剤を用いて実験を行った．使用材料を

以下に示す． 

 
(2)粘着力, 弾力性の測定 

 直径20mmのPMMA板上に試料を薄く塗

り，荷重1kg，荷重速度2cm/minで空気中(23±

0.5℃，28±0.5℃)と水中(23±0.5℃，28±

0.5℃，37±0.5℃)において繰り返し荷重試験



(咀嚼試験)を行った．空気中では6種類の試料

について10回の繰り返し荷重を加え，粘着力

と弾力性の平均値を求めた．水中では試料を1

分間浸漬後，6種類の試料で25回の繰り返し荷

重試験を行った．粘着力と弾力性それぞれに

ついて5回の平均値を求めた. 

(3)粘度の測定 

 円柱状ポリエチレン製容器(30mmφ×

36mm)内に試料入れ，ロードセルに取り付け

られた真鍮製の球(5.0,7.0,10.0mmφ)を荷重速

度2cm/minで進入させる方法で動粘度の計測を

行った．測定はそれぞれの試料に対し5回ずつ

行った．得られたデータはstokesの法則を用い

て処理し，各試料の粘度を決定した．実験に

はFUDOH RHEO METER(RUD-J 富士理科工

業株式会社)，SEKONIC SS-250Fを用いた．  

3. 結果 

 JIS規格では粘着力が5KPa以上なくてはなら

ないと定められている5)．今回の実験ではどの

試料も繰り返し荷重試験において，初期では

十分な粘着力が観察されたが，数回の荷重で

急激に粘着力が低下し，PN(28℃)以外は25回

の繰り返し荷重によりJIS規格の定める粘着力

を下回った．TG，CC，PNが23℃に比べて

37℃の方が5KPa以上の粘着力を維持する回数

が有意に少なかった要因として温度が上がる

と水中へ溶解するスピードが上がり，粘着力

の低下を引き起こしたものと推測される．ま

た他の研究では2-4時間で維持力のピークを迎

え，その後減少すると報告されている6,7)．以

上のことから市販義歯安定剤は口腔内で使用

するには粘着力の持続時間がまだ短い． 

 また球の直径が大きくなると見かけの粘度

が上昇した．これは現在市販されている義歯

安定剤がいずれも構造粘性を有していること

を示唆している． 

 粘度と弾力性，粘着力間に明確な関連性は

見られなかったため，臨床上の操作性を考慮

した粘度にすることが望ましいと考えられ

る． 

4. 終わりに 

 今回の実験で得られた情報から，口腔内で

の唾液への溶解を小さくし，かつ溶解の温度

依存性を小さくした新材料を開発するための

有力な情報が得られた．  
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